第21回高輝度電子源検討会議事録案

日程：2009年3月15日（月）

時間：13：30～14：30

出席者：宮島、松葉、佐藤（康）、本田（洋）、山本（将）、栗木(KEK会場）、小瀬、渡辺（日立ハイテク）、永井（JAEA会場）、桑原（名大会場）、飯島（広大会場）

○永井氏（西森氏代理）より、500kV電子銃一号機開発の現状について報告があった。

カソード電極のはめあいは改善したが、溶接ビードによりアノードが入らないことが判明。クリアランスを増やす再加工している。Csディスペンサー動作時のガス分析についてだが、SAESからはCs以外のガス放出は少ないはず、との回答を得た。

Q：Csディスペンサーへ電流を流すための配線、導入端子等からのガスの可能性は？

A:配線はCuだとおもう。放出ガスがどこからどの程度でているかの評価はできていない。

○山本将博氏より、200ｋV電子銃、500kV二号機の現状について報告があった。

200ｋV銃ではカソードパックからのガス放出が多く、今後ガス出しが必要。また、カソードパック輸送時にアライメントの不備によりカソードが内部に当たってしまい、ウエハの一部が破損して落ちてしまった。電圧がかかる場所ではないので実害はないが、再アライメントの上で試験を行う。500ｋV二号機では、セラミックに黒点があり、鉄の混入が疑われるので、再製作の予定。

Q:鉄の混入はどう同定されたのか？

A:セラミックを粉に挽くさいに鉄が混入するので、除鉄というプロセスを行う。それが不十分であった可能性がある、とのことだ。

Q:パックからのガスは脱ガスをしても多いのか？

A:ひととおりのプロセスはしたが、プロセス中もガス放出量が多く、十分なガス出しはまだできていない。

〇飯島氏より、広島大学ゼロ号機でのRGAの結果について方向があった。水素が主成分だが、m/e=16の成分が比較的多い。酸素分子は見えていないので、原子状酸素ではなく、CH4だと思われる。また、CsはRGAでは直接見えないが、Csディスペンサーを焚いた時のCsと他のガスとの分圧比を推定するとおよそ1:1であった。

Q:測定には電流導入端子等からの脱ガスもふくまれているのか？

A:すべてを測っている。

Q:CsディスペンサーからのCs蒸気の放出角度はスリーブ中心からおよそ0.2rad程度である。RGAでCsは本来あまり見えないのではないか？

A:Csディスペンサーを焚くと、1E-7Pa程度まで真空度が上昇する。少なくとも、その半分程度は普通の残留ガスではない成分、すなわちCsと思われる。

Q:CsディスペンサーはCsCrOの化合物だが、CrやOの蒸気や化合物は出てこないのか？

A:CrやOの化合物らしきものは見えていない。（JAEAでも見えていない）

次回会合は未定。

その他

○3/10に500ｋV印加成功のプレス発表を行った。KEK、JAEA、広島大学等のHPを飾るとともに、3/11付けの日刊工業新聞に記事が掲載されたので、ご覧いただきたい。（3月14日の日経産業新聞にも掲載。永井氏よりの追加情報）

○3/26より行われる北京におけるILCWSで、convenerより日本におけるLC電子銃開発の状況報告を依頼された。技術的にLC電子銃はERL電子銃の部分集合であり、高電圧運転の成功はLC電子銃にも福音であることから、今回の成果を報告することにしたい。実際の発表については決まり次第報告する。

○年度替わりなので、人の出入りがあった場合にはMLに反映させるので、お知らせいただきたい。

次回会合は4/12(月）13時30分より

文責　栗木

